
３６ 新潟県立長岡農業高等学校

●所在地 長岡市曲新町３丁目１３番１号
信越線宮内駅下車 徒歩３分

●電 話 ０２５８－３７－２２６６
●ＦＡＸ ０２５８－３９－５５３５

●ＵＲＬ http://www.nagaokan-h.nein.ed.jp
●Ｅﾒｰﾙ school@nagaokan-h.ed.jp
●校長名 中村 満夫
●課 程 全日制
●創 立 明治４１年４月
●生徒数 ４７１名

（令和元年５月１日現在）

１ 年 ２年 ３ 年 計
学科名

男 女 男 女 男 女 男 女

生産技術科 ２４ ５４ ３８ ４０ ６２ ９４

生活環境科 １１ ２９ ５ ３２ １６ ６１

食品科学科 １０ ２９ ６ ３３ １６ ６２

農業科 ４６ １１４ ４６ １１４

計 ４６ １１４ ４５ １１２ ４９ １０５ １４０ ３３１

●入学者選抜（令和２年度実施予定）

特色化選抜 一般選抜
学科（募集定員）

学校独自検査・配点 （集団面接・200点）
実施しません

農業科(160名) 調査書：学力検査 （５：５）

※募集定員は平成31年度のものです。令和２年度募集学級数及び募集定員は10月下旬ごろに
県教育委員会から発表されます。

○豊かな知性と健全な心身を養い、自立できる生徒の育成をはかる。
○責任感と協調性を身につけ、社会に貢献できる生徒の育成をはかる。

特色ある農業高校として「農業のスペシャリスト」「環境のゼネラリスト」「食
のエキスパート」の育成とともに、地域を担う産業人、職業人の育成を目指し
ます。

学校目標

目指す学校像のコンセプト



平成20年度より長岡地区の専門高校３校（長岡工業、長岡商業、長岡農業）が連携して、模
擬株式会社「長岡CAT」の運営を始めました。この試みも本年度で12年目を迎えますが、取り
組みをとおして、本校の魅力をより一層明確にした学校づくりを推進していきます。

長岡市内専門高校３校による模擬株式会社「長岡ＣＡＴ」の運営をベース
に地域に根ざした起業家マインドの育成

起業家精神醸成に向け、地域の教育力を活用し、知的財産権や商品開発などビジネスに
関する知識、能力、態度の育成を図ります。また、農業関連分野における先進事業所の視
察を通して起業家意識の高揚を図ります。

｢緩やかな連携｣から｢強い絆｣へ ～長岡ＣＡＴ 第３のステージ～
○商工会議所等と連携した商品開発・販売。
○県外の先進的な取組の調査・研究を進め、地域商店街の協力により「店舗の常設」を目
指す。

◇学科および教育課程の特色
平成25年度入学生より農業科でのくくり募集となり、２年から学習の専門性に応じたコ

ース選択による学習が行われます。

［生産技術科］

○水稲・野菜・草花・果物を生産し、家畜やペットを飼育し、植物のバイオテク
ノロジーについての学習をします。

○２年から次の４コースに分かれて専門的分野の学習をします。
作物生産コース････水稲をはじめ豆、いも類の栽培を中心に学習します。
動物科学コース････動物の飼育や畜産物の利用を中心に学習します。
青果生産コース････野菜・果樹の栽培を中心に学習します。
園芸科学コース････草花・植物バイオテクノロジーについて学習します。

（作物実習） （畜産実習） （果樹実習） （草花実習）

学校生活

長岡CATの取り組み



［生活環境科］
○食生活や住環境、環境保全や生物活用について学習します。

○２年から次の２コースに分かれて学習します。
生活デザインコース････健康で快適な住生活と安全な食生活について学習

します。
地域デザインコース････庭園の設計、環境保全や地域環境について学習します。

（調理実習） （冬囲い実習） （フラワーデザイン実習）

［食品科学科］

○和・洋菓子、パン、ケーキ、クッキー、味噌、ジュース、ジャムなどの食品製
造実習と食品等の分析実験を行います。

○２年から次の２コースに分かれ学習します。
食品製造コース････農産物の加工、製菓・製パンについて学習します。
栄養化学コース････食品の化学的性質や微生物の利用について学習します。

（ジャム製造実習） （分析実験） （みそ製造実習） （ケーキ作り）

◇総合的な学習の時間
目標：学習活動を通して自己の在り方・生き方を探求し、よりよい自己実現を目指します。

主な学習活動
学習プログラム 内 容

１学年 キャリアプラニング 進路ガイダンス、進路意識啓発事業、上級学校・
企業見学、ライフプランの作成等

２学年 インターンシップ 進路ガイダンス、職業現場での就業体験、インター
ンシップ報告会等

３学年 課題研究 各学科の専門分野において、課題を設定し、実践・
観察・調査し、結果をまとめて発表する。



◇部活動の状況
○運動部･･･野球、サッカー、バスケットボール、バレーボール(男女)、卓球、柔道、

陸上、山岳、バドミントン、空手道
○文化部･･･写真、新聞、生物、音楽、美術、書道、茶・華道、手芸、朱鷺プロジェクト
○同好会･･･軽音楽、食品科学、畜産

（野球部） （空手道部） （サッカー部） （茶華道部）

◇主な学校行事
○体育祭･････生徒一丸となって取り組みます。なかでも応援合戦は見ものです。
○長農祭･････農産物販売や酒まんじゅうの販売には行列ができます。
○修学旅行･･･沖縄、北海道、九州などへ行きます。今年度は、関西方面です。

（体育祭） （長農祭） （修学旅行）

平成３０年度卒業生の進路状況
１ 進路状況

大学等進学 専修・ 農業 就 職
その他 合 計

大 学 短 大 各種学校 大学校 民間 公務員 自家・自営
人 数 １６ ３ ７３ ７ ５２ ０ ０ ０ １５１
合 計 １９ ８０ ５２ ０ １５１
率（％） １３ ５３ ３４ ０ １００

２ 主な進路先
＜大学・短期大学＞

新潟大学農学部、長岡造形大学、新潟薬科大学(2)、東京農業大学(2)、長岡大学、
新潟工科大学、新潟国際情報大学、新潟産業大学、新潟食料農業大学、酪農学園大学、
玉川大学、松本大学、日本歯科大学新潟短期大学、桐生大学短期大学部、他

＜専門学校・各種学校等＞
新潟県農業大学校(6)、岡山県農林水産総合センター農業大学校、国際ペットワールド(5)、
国際調理製菓専門学校(4)、晴陵リハビリテーション学院(4)、にいがた食育・保育専門学
校えぷろん(4)、新潟日建工科専門学校(3)、北陸食育フードカレッジ(3)、悠久山栄養調
理専門学校(3) 他

＜就職＞
株式会社ヤヨイサンフーズ(5)、越後ながおか農業協同組合(3)、岩塚製菓株式会社(2)、
ケミコン長岡株式会社(2)、株式会社ブルボン長岡工場(2)、ユニオンツール株式会社新潟
工場(2)、株式会社渡辺リネン(2)、株式会社ジェイエスエス(2)、日本郵政株式会社信越
支社(2)、就農関係〔有限会社中島牧場、丸山畜産〕 他

進路状況



※平成30年度実績 （ ）内は合格者数

・日本漢字能力検定 ２級(１) 準２級(８) ３級(13)
・実用英語技能検定 準２級(２)
・実用数学技能検定 準２級(２)
・園芸装飾技能士 ３級(４) ・フォークリフト運転技能者(18)
・危険物取扱試験 乙種1･2･3･5･6類(６) ・危険物取扱試験 乙種４類(11)
・家庭科食物調理技術検定３級（40） ・家庭科保育技術検定４級（22）
・日本農業技術検定 ３級(６) 他

【 １年生より 】
新しい生活が始まって、生活が落ち着くまで大変でしたが、周りの新しい友達と共に、充

実した高校生活を送っています。
１年生は、農業科として農業全体を学ぶので、将来のことを考えて学習していきたいです。

【 ２年生より 】
私は、作物生産コースを選択しました。自然を肌で感じることができ、日々の実習はとて

も充実しています。
部活動では、後輩も入部し、お互いを高めあいながら練習に取り組んでいます。

【 ３年生より 】
深化する３年目として、専門教科の知識と技術をさらに深め、それぞれの進路実現が達成

できるよう取り組んでいます。学校行事も、仲間とともに楽しんでいます。

(参考：平成30年度入学生)

学校納付金については、次のものがあります。
（１）入学料 5,650円
（２）授業料 9,900円（月額 所得により就学支援金が支給されます。）
（３）入学時費用 54,535円（入学時 体育着・実習用品・教科書等）
（４）修学旅行積立金 10,000円（月額予定 １年５月より２年にかけて12ヶ月分）
（５）その他 1,320円（月額 生徒会費、ＰＴＡ会費、後援会費等）

在校生からのメッセージ

資格・検定取得の取組

学校納付金


